
  

「ミニ体験しませんか」 「コモンセンス・ペアレンティング講座」

「市民が医療を考える会セミナー Part5」「成法中学校 チャレンジキッズ」 

ひとりぐらし高齢者給食サービス 絵本の玉手箱 科学絵本 
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9 月 6 日(金) 

コモンセンス・ペアレンティングとは「子どもが社
会に適応し情緒を育む」ための方法。今回は主に、幼
児期の子を持つ親が参加し、怒らない、怒鳴らない子
育ての方法を講師である金森加代子さんがお話し、親
御さん同士が話し合い、考え、勉強していた。 

▲ 

代
表
の
坂
本
佳
子
さ
ん
に
よ

る
と
今
回
の
目
的
は
細
か
い

物
を
使
う
こ
と
で
脳
を
働
か

せ
る
練
習
。
玩
具
を
触
ら
せ
て

も
ら
っ
た
が
木
で
出
来
た
素

朴
な
も
の
が
多
か
っ
た
。
玩
具

ま
で
デ
ジ
タ
ル
に
な
っ
て
る

現
在
、
こ
の
よ
う
な
玩
具
も
現

代
の
子
ど
も
に
は
必
要
で
は

な
い
か
と
思
う
。 

 

9 月 7 日（土） 

▲ 

子
ど
も
に
マ
ジ
ッ
ク
を
見
せ
る
時 

は
簡
単
す
ぎ
る
と
集
中
力
が
な
か 

っ
た
り
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
な 

か
っ
た
り
と
、
大
人
と
は
ま
た
違 

っ
た
難
し
さ
が
あ
る
よ
う
だ
。 

9 月 7 日（土）

▲ 

今
回
は
、
様
々
な
場
面
に
お
い
て 

困
っ
た
と
き
の
対
処
法
や
現
在
の 

「
救
急
セ
ン
タ
ー
お
お
さ
か
」
の
現

状
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
行
動
す
る

に
は
、
必
ず
知
識
が
必
要
だ
。
今
回

の
セ
ミ
ナ
ー
も
聞
い
た
方
が
自
分 

の
た
め
、
人
の
た
め
に
な
る
セ
ミ
ナ

ー
で
あ
っ
た
。 

今回は、マジックを通して人と人との交流を深めよ
うと八尾マジッククラブが、子どもたちにマジックを
披露した。披露した感想を聞くと「子どもには不思議
な体験をして興味を持ってもらいたい。それを通して
自分自身も楽しんでいる。喜ぶ顔が見たい。」と言われ
た。感想を語る表情は嬉しそうでマジックが本当に好
きなのだろうと感じた。 

プリズムホールにて市民が医療を考える会のセミナ
ーが開かれた。この会は「市民が地域医療の問題を考え
る」ことを目的に行っている会で、今回のテーマは「救
急車、呼んだ方がいいですか？」であった。今回は講師
として八尾市消防署救急隊の方が来られた。高齢化が進
んでいる現在、今回のテーマに興味を持った人は多かっ
たようで席はいっぱいだった。 

（取材：つどいスタッフ 大髙美和（9/14 取材分は除く））

▲ 

以
前
に
、
堤
町
集
会
所
で
開
催 

し
た
堤
町
「
こ
と
ぶ
き
会
」
主
催 

の
「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
」
で
出
演
し 

た
ケ
ー
ナ
奏
者
で
ボ
ー
カ
ル
の
松 

岡
氏
の
紹
介
で
知
り
合
い
、
今
回 

出
演
の
た
め
、
取
材
を
行
っ
た
。 

9 月 19 日（木）

主催は、山本地区福祉委員会。小地域ネットワー
ク事業として、上之島ふれあいセンターで開催。 

食事の後、市民活動団体「上方さにん花」が沖縄
民謡を披露した。山本小学校区では、地域活動団体 
と市民活動団体が当事者同士で協働を展開している。

 主催は、くれよんの会。志紀図書館おはなし室で
開催。「おもしろいと思う心は人からもらいましょ
う」というスタンスで科学絵本を紹介。後半は元高
校物理教諭が「数学に目覚めた本」を紹介。参加者
も紙と鉛筆と頭を使って数字のおもしろさを体感。 

▲ 

本
の
著
者
で
あ
る
カ
メ
ラ
マ
ン
自
身 

の
科
学
へ
の
興
味
が
溢
れ
た
水
に
関 

す
る
実
験
の
写
真
に
刺
激
を
受
け
プ 

レ
ゼ
ン
タ
ー
も
ミ
ニ
実
験
を
し
た
。 

9 月 14 日（土） 

▲ 

講
座
は
、
様
々
な
場
面
の
子
ど
も
へ 

の
対
応
に
つ
い
て
話
し
が
展
開
さ
れ 

た
。
そ
し
て
様
々
な
問
題
を
提
議
し
、

参
加
者
も
一
緒
に
な
っ
て
解
決
策
を 

考
え
て
い
た
。
主
催
は
、
子
育
て
支 

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
。 

8 月 31 日（土）
 プリズムホームにて、親子で参加する「お仕事」が行
われた。この「お仕事」とは大人から見る子どもの遊び
のことで、主催の NPO 法人 child 工房では子どもにと
って大切な遊びをこのように呼んでいる。今回の目的は
母親に子どもの観察をしてもらい「子育ては楽しい」と
感じてもらい、子どものいたずらは成長に欠かせないこ
とであることを知ってもらうことであった。 




